
－ 会 議 録 － 

会議名称 川西町地域公共交通会議 

日  時 令和４年５月１０日（火） １３：３０～１３：５８ 

場  所 川西町役場 中会議室 記 録 大河原 綾乃 

委員等名（敬称略） 出席 

会  長 川西町長 原 田 俊 二 ○ 

委  員 

有限会社大京タクシー 代表取締役 小 関 照 雄 ○ 

有限会社みどりタクシー 代表取締役 山 口 修 一 ○ 

川西観光タクシー有限会社 代表取締役 
（山口 修

一） 
 

山交バス株式会社米沢営業所 所長 鈴 木 正 幸 ○ 

社団法人山形県バス協会 会長 村  紀 明 × 

山形県ハイヤー協会 西置賜地区代表理事   目 黒 憲 夫 × 

川西町自治会長連合会  
代理 

阪本 美苗 

川西町女性団体連絡協議会 会長 菅 美 和 子 ○ 

川西町老人クラブ連合会 会長 佐藤 不美男 ○ 

川西町商工会 会長 寒河江 輝文 ○ 

川西町社会福祉協議会 会長 金 子 正 美 ○ 

川西町民生委員児童委員協議会 会長 横 山 明 博 × 

東北運輸局山形運輸支局総務企画部門 

首席運輸企画専門官 
角 張 英 恵 × 

東北運輸局山形運輸支局輸送監査部門 

首席運輸企画専門官 
加 藤 知 美 ○ 

全国自動車交通労働組合 山形地方本部 遠 藤 栄 二 × 

山形県交通運輸産業労働組合協議会 議長   中 川 賢 一 ○ 

山形県置賜総合支庁総務企画部総務課 

連携支援室 室長 
安孫子 幸一 

代理 
室長補佐 髙橋基之   

山形県置賜総合支庁建設部 

道路計画課 課長  
吉 永 和 雄 

代理 
課長補佐 鷲尾仁主  

米沢警察署交通課 課長 石 山 秀 一 ○ 

川西町地域整備課 課長 奥 村 正 隆 ○ 

出席者数 １５名 

事務局 

川西町まちづくり課 課長 安 部 博 之 ○ 

川西町まちづくり課 企画調整主幹 鈴 木  玄 ○ 

川西町まちづくり課 企画調整主査 嵐  孝 久 ○ 

川西町まちづくり課 主事 千葉 有生子 ○ 

川西町まちづくり課 主事 大河原 綾乃 〇 

配布資料 会議次第等一式 



（会議成立） 

  川西町地域公共交通会議設置要綱第５条第２項（半数以上の出席）により成立。 

 

１． 開会 

 

２． 委員紹介 

事務局（安部まちづくり課長）より委員及び事務局を紹介。 

 

３． 職務代理者の指名 

 原田会長（川西町長）の指名により、川西町商工会会長の寒河江委員に決定。 

 

４． あいさつ 原田会長（川西町長） 

・デマンド交通のさらなる利便性向上に向け、当日予約の実施について提案さ

せていただく。 

・コロナ禍となり３年目、原油高騰により事業者の皆さんが大変苦労している

という情報を得ている。国や県の支援も含め、事業継続に向けた支援を行って

いきたい。 

 

５． 協議 

（１） デマンド型乗合交通当日予約の受付実施について 

事務局より説明を行った。当日予約の受付実施について、川西町地域公共交

通会議設置要綱第５条第４項（出席委員の３分の２以上）により承認された。 

 

意見交換等の内容は以下のとおり。 

 小関委員（有限会社大京タクシー 代表取締役） 

 ・一生懸命させていただきたい。 

 山口委員（有限会社みどりタクシー 代表取締役兼川西観光タクシー有限会

社 代表取締役） 

 ・タクシーの利用が少なくなっているため、当日予約実施により、少ない動

きが少しでも多くなってほしい。 

 佐藤委員（川西町老人クラブ連合会 会長） 

 ・玉庭地区の中程で、帰りのデマンド予約をし忘れ、冬にタクシーを利用し

た方は片道 3,500円もかかったという。デマンドは 500円で利用ができ素晴ら

しいと思うが、さらに改善していくということはすごいことだと思っている。 

 金子委員（川西町社会福祉協議会 会長） 

 ・利用者にとっては、今日使いたかったと思うことが多々ある。午後の便に

だけでも乗車が可能になることは大変ありがたいことだと思う。 

 寒河江委員（川西町商工会 会長） 

 ・住民の移動の幅が広がり、大変ありがたいことだと思う。 

 加藤委員（東北運輸局山形運輸支局輸送監査部門 首席運輸企画専門官） 

 ・デマンド交通の当日予約については、以前から要望されることが多いため、



改善されることについては感謝したい。毎年度実施しているアンケート調査に

おいて、改善の結果が満足度へ反映されると思われるため、アンケート調査も

継続して実施してほしい。 

 

（２） その他 

 阪本委員（川西町自治会長連合会） 

 ・玉庭では、駅までの距離が遠く、高校生の送迎に大変苦労している。地域

おこし協力隊等で若い世代の移住が増えている。もともと住んでいる若い世代

については、じいちゃん、ばあちゃんを駆使した送迎を行っているが、定住を

考えたときの送迎手段として、デマンドが力になれるといいのではないか。 

 ・高畠町のデマンドは、町民以外も乗車可能である。玉庭地区交流センター

からも交流人口を増やそうという 5 ヵ年計画が出された。テレワーク促進や 2

拠点居住をする方が増えていくことを考え、様々なデマンド利用の可能性を考

えてほしい。 

 ・子育て支援や交流といった、役場内での横のつながりを持って、よりよい

事業として発展してほしい。 

会長（川西町長） 

 ・貴重なご意見として受け止め、今後の課題とさせていただきたい。 

 

６． その他 

 事務局から今後の会議の持ち方について提案。 

・利用者アンケートの結果等について、報告する場として本会議を設置するた

め、ご協力願いたい。 

 

７． 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


